
平成２３年９月２９日

内閣府（防災担当）

情報の共有化に向けた
総合防災情報システムの運用



地震被害
推計等

・防災情報をGIS（地理情報システム）を活用して共通の地図に集約し、防災関係機関の間で共有する
ためのシステムとして、平成17年度より防災情報共有プラットフォームを構築。

・平成22年度に、「地震防災情報システム」、「人工衛星等を活用した被害早期把握システム」、「防災
情報共有プラットフォーム」を統合し、H23年1月より『総合防災情報システム』として試験運用を開始。

防災情報共有プラットフォームから総合防災情報システムへ

統合後（H23年度～）

総合防災情報システム

3システムの機能を集約
・情報共有
・地震被害推計
・被害早期把握統合

防災情報共有
プラットフォーム（PF)地震防災

情報システム（DIS）

衛星画像等

人工衛星等を活用した
被害早期把握システム（RAS）

防災情報を集約して
関係機関と情報共有

統合前（~H22年度）
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総合防災情報システムの地震被害推計機能

・気象庁等の観測点(約4200点)における震度情報をもとに、震度４以上が観測された
場合に自動的に起動し、発生から概ね１０分で震度分布、建築物の全壊棟数及び建
築物の全壊に伴う死傷者数を推計する。

地震情報

(自動起動)

★データベース

地質・地形データ（メッシュ別）

建築物データ （メッシュ別・市区町村別）

人口データ （メッシュ別・市区町村別）

気象庁

被害推計実行の判断

震度分布の推計

建築物全壊棟数の推計

建築物全壊による死者数の推計

被害推計のフロー推 計 震 度 分 布 （ 3月11日 ）
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人工衛星等を活用した被害早期把握システム（RAS）

・人工衛星等を活用した被害早期把握システムは、大規模災害発生時に広範囲の撮影が
可能な人工衛星等の画像を活用することにより、実被害情報を早期に把握し、迅速かつ
的確な初動体制の確立を図ることを目的としている。

被災前（ H18/10/17観測）

○平成２０年６月１４日 岩手・宮城内陸地震 被災箇所抽出例

被災後（ H20/7/2観測）

©JAXA ©JAXA ©JAXA
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地形図

河川・湖沼・海洋の情報

拠点位置(病院，避難所等)

震度分布

発災状況(火災，地すべり等)

被災状況(建築物被害，人的被害)

ライフライン状況(電力，ガス，水道等)

交通状況(道路，鉄道等)

部隊配置状況(警察，消防，自衛隊等)

気象状況(雨量，注意報警報等)

GISにより統合さ
れた情報

【防災情報共有プラットフォーム】

総合防災情報システムの情報共有機能

・平成15年7月防災情報の共有化に関する専門調査会報告でPFの構築が謳われ、平成17
年度から構築。

・防災関係機関の防災情報を、GIS（地理情報システム）を活用して共通の地図に集約して
情報を共有するためのシステム。

・現在、震度分布・被害推計、気象状況、ライフライン状況(一部電力・ガス)、被災状況、河
川情報等を地図上に表示可能。

3月11日東京電力管内の停電状況（速報）
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最大震度 ７
活用事例
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活用事例
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3/14観測画像解析結果

3/19観測画像解析結果

4/5観測画像解析結果

※上から、黄色、ピンク、
赤の順で重ね合わせ

JAXA提供

活用事例
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活用事例

8



活用事例
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活用事例
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活用事例

11孤立集落周辺の状況（奈良県十津川村）


